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紹
介
と
批
評

属
き
ω
一
8
0
露
ヨ
ω
3
爲
箆
R
（
ぼ
ω
叩
）

b
魯
、
超
簿
警
鷺
①
魯
。
。
鳴
9
　
魯
専
》
§
識
ミ
器

鉢
誤
§
さ
§
ε
§
9
鳶
§
恥
寧
賊
§
き
9
8
蔚

b
魁
き
ミ
§
賊
ま
蕊
Q
臨
箋
。
。
簿
蕊

ハ
ソ
ス
・
ヨ
ア
ヒ
ム
・
シ
ュ
ナ
イ
ダ
ー
編

二
〇
世
紀
の
心
理
学
第
一
四
巻

『
犯
罪
学
へ
の
影
響
　
犯
罪
と
社
会
』

［
　
此
の
コ
一
〇
世
紀
の
心
理
学
」
と
い
う
全
一
五
巻
か
ら
成
る
大
事
典
は
、

ス
イ
ス
の
チ
ュ
ー
リ
ッ
ヒ
に
あ
る
キ
ン
ト
ラ
ー
社
が
一
〇
年
に
わ
た
る
歳
月
を

か
け
て
企
画
し
、
比
較
的
短
時
日
で
全
巻
を
刊
行
し
た
大
事
業
で
あ
る
。
心
理

学
全
集
と
も
い
う
べ
き
こ
の
大
著
は
、
全
巻
揃
い
で
な
い
と
購
入
し
え
な
い
と

い
う
条
件
と
心
理
学
と
銘
う
つ
て
あ
る
関
係
で
、
法
学
部
関
係
の
者
、
犯
罪

学
・
刑
事
政
策
専
攻
者
が
、
見
落
す
お
そ
れ
も
あ
る
の
で
、
こ
こ
に
紹
介
を
し

た
い
と
思
う
Q
殊
に
、
此
の
第
一
四
巻
に
は
、
文
字
通
り
、
世
界
の
多
く
の
国

々
か
ら
著
名
な
犯
罪
学
者
が
動
員
さ
れ
て
分
担
・
執
筆
に
当
つ
て
い
る
の
で
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
〇
六
　
　
（
一
〇
八
二
）

犯
罪
学
に
関
心
を
持
つ
人
は
本
書
を
座
右
に
備
え
て
、
あ
ら
ゆ
る
機
会
に
目
を

通
す
必
要
が
あ
る
と
思
わ
れ
る
。
本
巻
に
つ
い
て
述
べ
る
前
に
、
此
の
全
集
の

全
体
に
つ
い
て
簡
単
に
紹
介
し
て
お
き
た
い
。

二
　
す
で
に
書
い
た
よ
う
に
、
全
一
五
巻
か
ら
成
る
こ
の
大
著
作
物
は
、
各
巻

平
均
し
て
一
〇
〇
〇
頁
の
大
冊
で
あ
る
。
第
一
巻
「
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
伝
統
」
は
、

ス
イ
ス
心
理
療
法
家
連
合
会
長
の
ハ
イ
ソ
リ
ッ
ヒ
・
パ
ル
マ
ー
氏
（
缶
。
冒
ユ
畠

野
喜
震
）
が
編
集
に
当
つ
て
い
る
。
第
二
、
三
巻
は
、
　
「
フ
・
イ
ド
と
そ
の

系
譜
」
を
扱
い
、
カ
ッ
セ
ル
大
学
の
デ
ィ
ー
タ
ー
・
ア
イ
ケ
教
授
（
9
9
魯

毘
。
冨
）
が
編
集
し
て
い
る
。
第
四
巻
「
パ
ブ
・
フ
と
そ
の
系
譜
」
は
、
チ
ュ
ー

リ
ッ
ヒ
工
科
大
学
の
ハ
ソ
ス
・
ツ
ァ
イ
ア
i
教
授
（
田
房
N
①
尋
）
、
第
五
巻

「
ビ
ネ
ー
と
そ
の
系
譜
」
は
、
此
の
企
画
の
責
任
者
で
も
あ
る
ゲ
ル
ハ
ル
ト
・

ジ
ュ
ト
ゥ
ル
ー
べ
氏
（
O
Φ
魯
ρ
こ
o
。
賃
昌
Φ
）
、
第
六
巻
「
・
i
レ
ン
ツ
と
そ
の
系

説
胴
」
は
、
リ
ュ
ー
ネ
ブ
ル
ク
大
学
の
ロ
ジ
ャ
ー
・
A
・
シ
ュ
タ
ム
教
授
（
陶
o
㎎
零

》
ω
鼠
ヨ
讐
）
、
第
七
巻
「
ピ
ア
ジ
ェ
と
そ
の
系
譜
」
は
、
バ
ー
ゼ
ル
大
学
の
ゲ

ル
ハ
ル
ト
・
シ
ュ
タ
イ
ナ
i
教
授
（
O
Φ
旨
Φ
巳
誓
Φ
言
醇
）
、
　
第
八
巻
「
レ
ヴ
ィ

ソ
と
そ
の
系
譜
」
は
、
デ
ュ
ッ
セ
ル
ド
ル
フ
大
学
の
ア
ン
ネ
リ
ー
ゼ
・
ハ
イ
ク

ル
”
エ
バ
ー
ス
教
授
（
》
§
①
冴
①
曽
轄
出
冷
参
）
が
編
集
の
任
に
あ
た
り
、
第

九
、
一
〇
巻
は
、
　
「
医
学
に
対
す
る
成
果
」
と
題
さ
れ
、
前
者
を
ハ
イ
デ
ル
ベ

ル
ヒ
大
学
の
ぺ
ー
タ
i
・
ハ
ー
ン
教
授
（
勺
9
9
曽
ぎ
）
、
後
者
を
ケ
ル
ソ
大
学

の
ウ
ヴ
ェ
・
H
・
ぺ
ー
タ
ー
ス
教
授
（
d
語
串
汐
＄
邑
が
編
集
担
当
者
で
あ

る
。
こ
れ
に
対
し
、
第
一
一
、
一
二
巻
「
教
育
学
へ
の
帰
結
」
の
編
集
は
、
ウ

ィ
ー
ン
大
学
の
ワ
ル
タ
ー
・
シ
ュ
ピ
：
ル
教
授
（
薫
罧
霞
誓
箆
）
が
担
当
し

た
。
第
二
二
巻
「
職
業
生
活
に
お
け
る
応
用
」
の
編
集
に
当
つ
た
の
は
、
チ

106



ユ
ー
リ
ッ
ヒ
大
学
の
フ
ラ
ソ
ソ
ワ
・
シ
ュ
ト
ル
教
授
（
零
睾
2
一
ω
幹
。
ε
、
第

一
五
巻
「
先
験
性
、
想
像
力
と
創
造
力
」
の
編
集
者
は
、
チ
ュ
ー
リ
ヅ
ヒ
と
フ

リ
ブ
ー
ル
の
両
大
学
教
授
を
兼
ね
る
ギ
オ
ソ
・
コ
ン
ド
・
1
教
授
（
9
8

0
。
a
富
ε
で
あ
り
、
全
一
五
巻
編
集
の
全
責
任
を
負
つ
た
の
は
、
キ
ン
ト
ラ
i

社
の
ヴ
ォ
ル
フ
・
カ
イ
エ
ン
ブ
ル
ク
氏
で
あ
つ
た
。

　
右
の
紹
介
か
ら
も
明
ら
か
な
よ
う
に
、
そ
の
編
者
が
ス
イ
ス
、
西
ド
イ
ッ
、

オ
ー
ス
ト
リ
ア
に
ま
た
が
る
、
文
字
通
り
、
国
際
的
規
模
の
心
理
学
大
事
典
と

い
う
べ
き
で
あ
る
。

三
第
一
四
巻
の
編
集
を
担
当
し
た
シ
ュ
ナ
イ
ダ
ー
教
授
は
、
日
本
で
も
良
く

知
ら
れ
た
犯
罪
学
者
で
、
ミ
ュ
ン
ス
タ
ー
大
学
の
ザ
ウ
ァ
ー
教
授
の
残
し
た
犯

罪
学
の
講
座
を
引
き
継
い
だ
人
で
、
国
際
会
議
が
あ
る
た
び
に
ア
メ
リ
カ
、
カ

ナ
ダ
を
は
じ
め
、
東
欧
諸
国
に
も
出
か
け
て
、
国
際
的
な
活
躍
を
し
て
い
る
学

者
で
あ
る
（
そ
の
人
と
業
績
に
つ
き
、
宮
澤
浩
［
編
．
西
ド
イ
ッ
刑
法
学
、
昭
和
五
三

年
、
五
五
六
頁
以
下
参
照
）
o

　
評
者
は
、
一
九
七
七
年
末
に
、
第
一
四
巻
の
編
集
を
引
き
受
け
た
同
氏
の
依

頼
で
、
日
本
の
犯
罪
に
つ
い
て
寄
稿
し
た
た
め
、
此
の
巻
を
入
手
す
る
こ
と
が

で
き
た
。
他
の
巻
の
こ
と
は
、
詳
し
く
は
知
ら
な
い
が
、
第
一
四
巻
の
執
筆
陣

で
考
え
て
も
、
ド
イ
ッ
語
圏
の
み
な
ら
ず
、
極
め
て
多
く
の
国
々
の
著
名
な
学

者
が
執
筆
陣
に
加
わ
つ
て
い
る
こ
と
を
推
測
し
う
る
。
第
一
四
巻
に
っ
い
て
言

え
ば
、
東
独
の
一
人
の
ほ
か
、
西
独
一
六
人
、
オ
ー
ス
ト
リ
ア
一
人
、
ス
イ
ス

ニ
人
が
ド
イ
ッ
語
圏
で
あ
る
が
、
他
は
、
北
米
六
人
、
イ
タ
リ
ア
ニ
人
、
フ
ラ

ン
ス
一
人
、
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
一
人
、
カ
ナ
ダ
一
人
、
ス
ウ
ェ
ー
デ
ン
一
人
、

そ
し
て
、
東
欧
か
ら
は
、
ポ
ー
ラ
ン
ド
一
人
、
ハ
ン
ガ
リ
ー
一
人
、
ユ
ー
ゴ
ー

　
　
　
紹
介
と
批
評

ス
ラ
ヴ
ィ
ア
一
入
、
そ
れ
と
日
本
一
人
で
あ
る
Q
編
者
に
ょ
る
と
、
本
巻
の
編

集
委
嘱
は
、
か
な
り
遅
く
、
一
九
七
七
年
一
二
月
に
受
け
た
と
の
こ
と
で
あ

る
。
執
筆
を
依
頼
し
た
人
は
本
巻
に
寄
稿
し
た
執
筆
者
の
他
に
も
か
な
り
多
く

い
た
と
の
こ
と
で
あ
る
が
、
編
集
の
都
合
で
〆
切
ま
で
の
時
問
が
短
か
か
つ
た

た
め
も
あ
り
、
途
中
で
断
念
し
た
人
も
か
な
り
出
て
、
そ
の
た
め
に
、
編
者
が

一
五
編
も
引
き
受
け
ざ
る
を
え
な
か
っ
た
と
い
う
。

四
　
本
巻
の
構
成
と
主
要
テ
ー
マ
の
執
筆
者
に
つ
い
て
み
て
み
よ
う
。

　
本
書
は
、
序
文
に
つ
づ
く
九
っ
の
大
項
目
、
そ
し
て
附
録
（
犯
罪
学
の
パ
ィ
オ

ニ
ァ
、
執
筆
者
紹
介
、
人
名
索
引
、
事
項
索
引
な
ど
）
か
ら
な
る
。

　
各
項
目
は
、
さ
ら
に
数
個
の
中
項
目
か
ら
な
つ
て
い
る
。
順
次
、
紹
介
し
た

い
。
　
犯
罪
学
に
対
す
る
社
会
学
・
心
理
学
の
影
響

　
社
会
学
の
影
響
は
、
イ
ェ
ー
ル
大
学
の
ア
ル
バ
ー
ト
・
J
・
リ
ー
ス
（
ヒ
竃
旨

い
智
塚
買
）
、
心
理
学
の
影
響
は
、
ニ
ュ
ー
ア
ー
ク
に
あ
る
ラ
ッ
ジ
ャ
ー
大
学

の
ド
ソ
・
M
・
ゴ
ッ
ト
フ
レ
ッ
ド
ソ
ン
（
∪
9
罫
の
9
疎
お
房
8
）
が
書
い
て

い
る
。
両
者
の
論
述
に
お
い
て
、
こ
の
二
つ
の
学
問
分
野
と
そ
の
対
象
領
域
が

密
接
に
関
連
し
合
つ
て
居
り
、
決
し
て
、
二
つ
の
無
縁
な
学
問
が
両
立
し
て
い

る
わ
け
で
は
な
い
状
況
が
示
さ
れ
て
い
る
。

　
人
間
科
学
と
社
会
科
学
と
し
て
の
犯
罪
学

　
こ
の
項
目
に
は
、
犯
罪
学
の
概
念
と
課
題
（
フ
ラ
イ
ブ
ル
ク
大
学
の
ヵ
イ
ザ
ー

○
冒
甚
巽
寄
一
ω
巽
）
、
犯
罪
学
の
主
要
な
潮
流
（
編
者
）
、
犯
罪
学
に
お
け
る
精
神

病
理
学
（
ケ
ル
ン
大
学
の
パ
ウ
ル
・
H
・
ブ
レ
ッ
サ
ー
霊
巳
甲
害
。
器
9
）
、
精
神

分
析
学
的
犯
罪
学
（
編
者
）
、
犯
罪
社
会
学
（
メ
ン
ヘ
ン
グ
ラ
ー
ト
バ
ハ
高
等
専
門
学

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
〇
七
　
　
（
一
〇
八
三
）
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紹
介
と
批
評

校
の
ゲ
ル
ト
・
フ
ェ
ル
デ
ィ
ナ
ン
ト
・
キ
ル
ヒ
ホ
フ
O
Φ
a
男
巽
島
壁
＆
国
ヰ
o
ゲ
ー

げ
＆
）
、
歴
史
犯
罪
学
（
フ
ラ
イ
ブ
ル
ク
大
学
の
ヴ
ォ
ル
フ
・
、
、
、
ッ
デ
ン
ド
ル
フ
詞
。
罵

置
鼠
①
且
。
漆
）
、
分
化
的
接
触
・
象
徴
的
相
互
作
用
主
義
（
カ
リ
フ
ォ
ル
ニ
ア
大

学
サ
ン
タ
・
バ
ー
バ
ラ
校
の
ド
ナ
ル
ド
・
R
・
ク
レ
ッ
シ
ー
U
o
葛
往
冥
O
お
器
2
）
、

犯
罪
学
研
究
の
評
価
（
ペ
ン
シ
ル
ベ
ニ
ァ
大
学
の
マ
ー
ヴ
ィ
ン
・
E
・
ウ
ォ
ル
フ
ガ

ン
グ
ζ
畦
く
ぎ
甲
譲
9
蒔
磐
㎎
）
が
扱
わ
れ
て
い
る
。
殊
に
、
ウ
ォ
ル
フ
ガ
ソ
グ

の
論
稿
に
お
い
て
、
犯
罪
学
説
、
著
書
・
論
文
の
引
用
の
頻
度
が
計
量
的
に
分

析
さ
れ
て
い
て
、
面
白
い
（
詳
し
く
は
、
罫
譲
＆
鳴
薦
ー
甲
罫
固
讐
。
1
り

型
円
『
o
旨
げ
Φ
霞
ざ
国
く
巴
量
試
お
O
ユ
B
冒
9
0
鵬
ざ
一
零
G
。
参
照
）
o

　
犯
罪
の
範
囲
、
種
類
、
動
向

　
こ
の
項
目
で
扱
わ
れ
て
い
る
の
は
、
暗
数
研
究
と
犯
罪
地
理
学
（
こ
の
二
項

目
は
、
そ
れ
ぞ
れ
の
分
野
で
多
く
の
業
績
を
あ
げ
た
ポ
ッ
フ
ム
大
学
の
ハ
ン
ス
町
デ
ィ
ー

タ
ー
．
シ
ュ
ウ
ィ
ン
ト
曽
霧
，
∪
一
9
R
ω
9
＆
区
が
担
当
）
、
犯
罪
統
計
と
西
独
に

お
け
る
犯
罪
の
動
向
と
構
造
（
こ
の
二
項
目
は
こ
の
分
野
に
お
い
て
す
ぐ
れ
た
仕
事

を
残
し
て
い
る
ハ
イ
デ
ル
ベ
ル
ヒ
大
学
の
ハ
ン
ス
”
ユ
ル
ゲ
ン
・
ケ
ル
ナ
ー
国
⇔
昌
甲

岩
茜
Φ
昌
国
Φ
讐
巽
が
担
当
）
、
オ
ー
ス
ト
リ
ア
に
お
け
る
犯
罪
（
ウ
ィ
ー
ン
大
学
の

故
コ
ン
ラ
ー
ド
・
シ
マ
寄
巽
銭
ω
島
目
四
）
、
ス
イ
ス
に
お
け
る
犯
罪
（
ス
イ
ス
犯

罪
学
研
究
会
会
長
の
ワ
ル
タ
ー
・
T
．
・
ヘ
ス
ラ
ー
≦
罧
巽
θ
寓
8
巴
震
）
で
あ
る
。

こ
の
二
人
も
、
そ
れ
ぞ
れ
の
国
に
関
し
て
情
報
提
供
者
と
し
て
は
、
最
適
任
で

あ
る
と
言
え
る
Q

　
各
種
の
犯
罪
形
態

　
こ
の
項
目
は
、
暴
力
犯
罪
（
フ
ラ
ン
ク
フ
ル
ト
大
学
の
フ
リ
ー
ド
リ
ッ
ヒ
・
ゲ
ー

ル
ッ
零
富
身
一
魯
0
8
益
ω
）
、
性
犯
罪
、
経
済
犯
罪
、
組
織
犯
罪
、
民
族
謀
殺
を

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
〇
八
　
　
（
一
〇
八
四
）

例
に
し
た
政
治
犯
罪
（
こ
れ
ら
四
項
目
は
編
者
が
担
当
。
但
し
、
性
犯
罪
の
項
目
は
、

ウ
ル
ズ
ラ
・
シ
ュ
ナ
イ
ダ
ー
と
共
著
）
、
　
テ
ロ
リ
ズ
ム
を
例
に
し
た
政
治
犯
罪
、
交

通
犯
罪
（
こ
の
二
項
目
は
、
前
出
の
、
、
、
ッ
デ
ン
ド
ル
フ
が
担
当
）
か
ら
成
る
。
こ
れ
ら

の
項
目
に
つ
い
て
、
そ
の
大
部
分
を
手
が
け
た
こ
と
の
あ
る
三
人
が
執
筆
し
て

い
る
の
は
、
順
当
な
と
こ
ろ
で
あ
ろ
う
Q

　
犯
罪
・
性
差
と
年
齢

　
婦
人
・
少
女
の
犯
罪
（
〈
ノ
ー
バ
ー
大
学
講
師
の
デ
ィ
ー
ト
リ
ン
デ
・
ギ
プ
サ
ー

U
一
⑦
岳
＆
Φ
9
窃
巽
）
、
児
童
・
少
年
非
行
（
編
者
）
、
少
年
精
神
病
学
か
ら
み
た

児
童
・
少
年
非
行
（
テ
ユ
ー
ビ
ン
ゲ
ン
大
学
の
ラ
イ
ン
ハ
ル
ト
・
レ
ン
プ
幻
Φ
一
昌
醇
一

冒
誉
署
）
、
少
年
裁
判
所
、
少
年
行
刑
（
こ
の
二
項
目
は
、
マ
イ
ン
ツ
大
学
の
ア
レ
キ

サ
ン
ダ
ー
・
べ
ー
ム
≧
。
溢
且
巽
ω
簿
9
が
担
当
）
、
　
老
人
犯
罪
（
編
者
）
か
ら
成

る
。
少
年
非
行
の
状
況
と
そ
の
対
策
は
、
今
日
の
犯
罪
学
・
刑
事
政
策
の
最
大

の
課
題
で
あ
り
、
本
書
の
論
述
は
、
い
ず
れ
も
、
重
要
な
問
題
提
起
を
含
み
、

し
か
も
、
そ
れ
ぞ
れ
に
適
し
た
学
者
が
担
当
し
て
い
る
。

　
社
会
的
逸
脱
行
動

　
ア
ル
コ
ー
ル
と
犯
罪
（
ポ
ー
ラ
ン
ド
の
ロ
ッ
ツ
大
学
教
授
で
ワ
ル
シ
ャ
ワ
の
犯
罪
学

研
究
所
長
を
兼
ね
る
ブ
ル
ノ
ン
・
ホ
リ
ス
ト
卑
§
8
ぎ
オ
邑
、
麻
薬
の
乱
用
（
ヵ

リ
フ
ォ
ル
ニ
ア
大
学
の
ア
ー
ヴ
ィ
ン
校
の
ギ
ル
バ
ー
ト
・
ゲ
イ
ス
O
一
一
σ
Φ
旨
Ω
①
一
ω
）
、

売
春
（
編
者
）
、
自
殺
（
ウ
ィ
ー
ン
の
個
人
心
理
学
会
会
長
の
エ
ル
ヴ
ィ
ン
・
リ
ン
ゲ
ル

国
暑
言
匹
轟
⑦
一
）
を
扱
う
。

　
社
会
過
程
に
お
け
る
犯
人
と
被
害
者

　
犯
罪
・
建
築
・
都
市
構
造
、
マ
ス
メ
デ
ィ
ア
と
犯
罪
、
犯
罪
の
惹
起
・
統
制

の
プ
ロ
セ
ス
に
お
け
る
被
害
者
の
三
項
目
を
編
者
が
書
き
、
宗
教
と
犯
罪
の
項

108



目
を
ア
ー
ル
ガ
ウ
の
ア
ー
ル
ブ
ル
ク
に
住
む
オ
ッ
ト
ー
・
ヴ
ル
シ
ュ
レ
ー
ガ
i

（
0
9
0
毒
隻
ω
。
巳
謂
巽
）
牧
師
が
担
当
し
て
い
る
。
編
者
が
最
近
五
年
間
に
、

こ
う
し
た
テ
ー
マ
に
つ
い
て
多
く
の
業
績
を
残
し
て
い
る
こ
と
は
良
く
知
ら
れ

て
い
る
。

　
犯
罪
へ
の
反
作
用

　
刑
事
立
法
（
編
者
）
、
犯
罪
捜
査
科
学
、
尋
間
技
術
、
刑
事
手
続
の
心
理
学
（
こ

の
三
項
目
は
、
前
出
ゲ
ー
ル
ツ
の
担
当
）
、
証
言
の
心
理
学
（
東
独
の
フ
ン
ボ
ル
ト
大
学

の
ハ
ン
ス
．
シ
ェ
ヴ
シ
ク
頃
き
ω
曽
睾
9
旨
）
、
証
人
の
証
言
の
信
頼
性
評
価

（
ゾ
ラ
ウ
ン
シ
ュ
ヴ
ァ
イ
ヒ
工
科
大
学
の
エ
リ
ザ
ベ
ー
ト
ニ
・
・
ユ
ー
ラ
ー
n
ル
ッ
ク
マ
ン

毘
ぎ
ぎ
導
ζ
自
Φ
7
冒
畠
ヨ
帥
§
）
、
犯
罪
予
測
（
編
者
）
、
刑
法
理
論
学
へ
の
心

理
学
の
影
響
（
ラ
ン
ツ
フ
ー
ト
で
著
述
活
動
を
し
て
い
る
ア
ル
ノ
・
プ
ラ
ッ
ク
》
ヨ
o

包
毘
ハ
）
、
犯
罪
と
犯
罪
者
の
分
類
（
サ
ゥ
ス
・
ヵ
リ
フ
ォ
ル
ニ
ア
大
学
の
ダ
ニ
エ
ル

・
グ
レ
ー
ザ
ー
冨
巳
。
一
〇
一
器
霞
）
、
刑
事
施
設
内
と
社
会
内
で
の
犯
罪
者
の
処
遇

（
編
者
）
、
行
刑
法
（
ザ
ー
ル
大
学
の
ハ
イ
ン
ヅ
．
、
、
・
ユ
；
ラ
＾
デ
ィ
ー
ツ
　
踏
①
一
自

竃
筥
冨
7
9
9
N
）
の
論
稿
が
あ
る
。
ど
の
テ
ー
マ
、
執
筆
者
を
と
り
あ
げ
て
み

て
も
す
べ
て
妥
当
な
と
こ
ろ
で
あ
り
、
人
選
も
良
い
。
プ
ラ
ッ
ク
の
論
述
は
、

殊
に
、
刑
法
理
論
学
者
に
と
り
示
唆
す
る
と
こ
ろ
が
多
い
と
思
う
。

　
比
較
犯
罪
学

　
比
較
犯
罪
学
・
基
礎
（
カ
ナ
ダ
の
モ
ン
ト
リ
オ
ー
ル
大
学
の
デ
ニ
ス
・
サ
ポ
冒
巳
の

o。

鵠
ぎ
）
、
東
独
に
お
け
る
裁
判
心
理
学
・
犯
罪
学
（
前
出
の
シ
エ
ヴ
シ
ク
）
、
フ
ラ

ソ
ス
に
お
け
る
犯
罪
学
の
現
況
（
国
際
犯
罪
学
会
の
事
務
局
長
を
し
て
い
る
ジ
ヤ
ッ

ク
・
ベ
ラ
ン
冒
8
ま
ω
＜
窪
o
）
、
比
較
犯
罪
学
・
イ
タ
リ
ア
（
・
ー
マ
大
学
医
学

部
の
フ
ラ
ン
コ
・
フ
ェ
ラ
ク
ー
テ
ィ
男
鍔
P
o
o
悶
①
糞
8
暮
一
と
ジ
ル
ダ
・
ス
カ
ル
ダ
ッ
チ

　
　
　
紹
介
と
批
評

オ
ー
ネ
9
一
3
ω
8
巳
8
9
0
冨
）
、
同
・
北
欧
諸
国
（
ス
ト
ッ
ク
ホ
ル
ム
大
学
の
ク
ヌ

ッ
ト
．
ス
ペ
リ
国
旨
5
0
0
奉
邑
、
同
・
ユ
ー
ゴ
ス
ラ
ヴ
ィ
ア
（
ル
ブ
リ
ア
ナ
大
学
の

カ
ッ
チ
ャ
・
ボ
ド
ピ
ベ
ス
図
暮
冨
＜
＆
8
貯
9
）
、
同
・
日
本
（
評
者
）
、
同
・
ア
フ

リ
カ
・
ア
ジ
ア
・
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
　
（
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
犯
罪
学
研
究
所
長
ウ
ィ
リ

ア
ム
・
ク
リ
フ
ォ
ー
ド
名
竃
ぴ
首
9
窪
。
益
》
に
分
か
れ
る
Q
い
ず
れ
も
、
各
国

の
犯
罪
・
犯
罪
学
の
現
況
を
正
確
に
伝
え
て
お
り
、
比
較
研
究
に
と
つ
て
必
読

の
文
献
で
あ
る
と
言
え
よ
う
。

　
右
に
そ
の
概
略
を
紹
介
し
た
こ
と
か
ら
も
明
ら
か
な
よ
う
に
、
ド
イ
ッ
国
内

は
も
と
よ
り
、
欧
米
の
犯
罪
学
界
か
ら
そ
れ
ぞ
れ
の
分
野
の
第
一
人
者
を
集
め

て
執
筆
さ
せ
て
い
る
。
こ
れ
は
、
す
で
に
、
犯
罪
学
大
事
典
（
田
＆
妻
α
旨
R
－

要
畠
α
醇
寄
ぎ
ぎ
9
。
魅
ρ
一
8
。
！
ご
。
。
一
）
の
編
集
を
手
が
け
て
、
各
分
野
の
専

門
家
と
交
渉
し
、
そ
の
企
画
を
ま
と
め
あ
げ
た
シ
ュ
ナ
イ
ダ
ー
の
経
歴
と
手
腕

に
負
う
と
こ
ろ
が
大
き
い
し
、
英
語
圏
の
犯
罪
学
関
係
の
会
議
に
常
に
出
席

し
、
多
く
の
知
己
を
獲
得
し
て
き
た
永
年
の
努
力
が
結
実
し
た
も
の
と
い
う
こ

と
が
で
き
る
。
平
素
の
国
際
交
流
の
重
要
性
を
教
え
る
好
個
の
編
著
と
い
え
よ

う
〇五
　
犯
罪
学
の
エ
ン
サ
イ
ク
・
ペ
デ
ィ
ア
の
性
格
を
も
つ
本
書
に
寄
せ
ら
れ
た

項
目
の
う
ち
の
二
、
三
編
を
拾
い
あ
げ
て
内
容
紹
介
を
す
る
こ
と
は
、
さ
し
て

意
味
の
あ
る
こ
と
と
は
思
え
な
い
。
以
下
、
評
者
が
本
書
を
通
読
し
て
得
た
数

点
の
事
項
、
殊
に
、
本
書
か
ら
学
び
う
る
こ
と
の
で
き
る
重
要
な
事
実
や
デ
ー

タ
に
関
連
し
て
紹
介
に
価
す
る
と
思
わ
れ
る
事
柄
を
摘
示
し
た
い
。

　
①
犯
罪
学
の
研
究
に
お
い
て
、
諸
外
国
の
犯
罪
の
現
状
を
知
り
、
そ
れ
に
対

応
す
る
犯
罪
学
の
理
論
・
仮
説
を
検
討
す
る
こ
と
は
、
極
め
て
大
切
で
あ
り
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
〇
九
　
　
（
一
〇
八
五
）
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紹
介
と
批
評

こ
う
し
た
比
較
研
究
を
遂
行
す
る
現
実
的
必
要
性
も
あ
る
。
し
か
し
、
こ
れ
は

言
う
は
易
く
、
行
う
は
難
い
。
ア
メ
リ
カ
、
イ
ギ
リ
ス
、
西
ド
イ
ッ
な
ど
に
関

し
て
は
、
日
本
に
居
て
も
公
的
な
統
計
デ
ー
タ
を
蒐
集
し
、
分
析
す
る
こ
と
は

比
較
的
容
易
で
あ
る
が
、
同
じ
西
欧
の
諸
国
で
あ
っ
て
も
、
オ
ー
ス
ト
リ
ア
、

ス
イ
ス
の
犯
罪
の
推
移
を
知
る
た
め
の
資
料
集
め
を
す
る
の
は
、
相
当
に
困
難

で
あ
る
。
原
資
料
に
接
近
し
え
な
い
多
く
の
人
々
は
、
二
次
資
料
に
頼
ら
ざ
る

を
え
ま
い
が
、
そ
の
場
合
に
は
、
な
か
な
か
最
近
に
至
る
ま
で
の
詳
細
な
デ
ー

タ
を
入
手
し
え
な
い
の
で
あ
る
。
こ
の
点
で
、
シ
マ
の
論
文
は
、
一
九
七
八
年

ま
で
の
数
値
で
あ
る
が
オ
ー
ス
ト
リ
ア
の
状
況
に
つ
い
て
正
確
な
情
報
を
提
供

し
て
く
れ
る
　
（
な
お
、
　
オ
ー
ス
ト
リ
ア
の
矯
正
処
遇
の
現
状
に
つ
ぎ
、
竃
き
ぼ
a

野
お
ω
琶
犀
一
u
霧
累
ロ
Φ
α
ω
け
。
旨
①
圃
。
田
ω
9
Φ
ω
鼠
ぼ
⑦
。
耳
5
α
Φ
吋
霧
語
ξ
琶
磯
・

N
ω
け
壁
d
〈
ω
拝
Q
合
一
〇
C
o
9
9
刈
に
O
o
跨
こ
ぴ
Φ
ψ
刈
し
o
O
頃
。
参
昭
｛
）
Q
さ
ら
に
、
　
ヘ
ス
ラ
ー

の
論
述
も
、
ス
イ
ス
の
犯
罪
・
少
年
非
行
の
推
移
を
伝
え
る
貴
重
な
文
献
で
あ

る
。
殊
に
、
限
ら
れ
た
カ
ソ
ト
ソ
に
つ
い
て
で
は
あ
る
が
、
矯
正
施
設
内
の
被

収
容
者
数
の
動
向
を
分
析
し
て
お
り
、
同
国
の
刑
事
政
策
の
展
開
を
考
え
る
う

え
で
、
大
へ
ん
貴
重
な
文
献
で
あ
る
。
周
知
の
よ
う
に
、
ス
イ
ス
の
こ
の
種
の

デ
ー
タ
は
、
極
め
て
入
手
が
難
し
い
の
で
あ
る
・

　
東
欧
諸
国
は
、
若
干
の
例
外
を
除
き
、
公
的
な
統
計
が
不
備
で
あ
る
と
い
う

こ
と
に
な
つ
て
い
る
。
事
実
、
本
書
に
寄
せ
ら
れ
た
こ
れ
ら
の
国
々
の
執
筆
者

の
論
稿
に
も
、
犯
罪
の
現
況
を
伝
え
る
叙
述
は
少
な
い
。
た
だ
、
東
独
に
つ
い

て
、
最
近
入
手
し
た
》
旨
o
江
牢
鉱
ゴ
お
”
凶
ユ
鼠
口
呂
藝
ヨ
α
費
U
U
戸

N
仁
H
切
げ
餌
＝
○
旨
一
の
ロ
○
一
〇
σ
q
一
の
α
の
ω
餌
σ
≦
の
一
〇
げ
o
昌
α
①
5
　
＜
Φ
H
げ
巴
辞
Φ
ロ
oo
　
一
ご
日
　
ω
O
N
一
鉱
一
しo
詠
oo
ー

魯
窪
牙
葺
ω
3
曾
Go
鼠
貫
一
〇
〇
・
一
に
よ
り
、
同
国
の
状
況
を
幾
分
か
知
る
こ
と
が

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
｛
○
　
　
（
一
〇
八
六
）

で
き
る
。
ま
た
、
雑
誌
∪
窪
§
江
Ω
D
＆
－
》
己
」
〈
で
最
近
三
年
問
に
F
・
㎝
・

シ
ュ
レ
ー
ダ
ー
が
東
独
の
犯
罪
の
動
向
を
紹
介
し
て
お
り
、
併
ぜ
て
参
考
に
す

る
こ
と
が
で
き
る
（
此
の
事
に
つ
き
、
宮
澤
．
東
独
の
犯
罪
動
向
、
罪
と
罰
、
｝
九

巻
三
号
、
一
九
八
二
年
参
照
）
。

　
②
犯
罪
学
研
究
に
お
い
て
、
比
較
犯
罪
学
の
方
法
が
極
め
て
重
要
な
意
義
を

有
す
る
こ
と
は
、
多
言
を
要
し
な
い
。
そ
の
場
合
、
理
想
を
言
う
な
ら
ば
、
多

く
の
国
々
の
著
書
・
論
文
に
つ
い
て
正
確
で
最
新
の
ビ
ブ
リ
オ
グ
ラ
フ
ィ
ー
を

各
自
が
自
前
で
備
え
て
い
る
必
要
が
あ
る
。
だ
が
、
此
れ
は
、
時
間
と
費
用
と

手
間
の
か
か
る
仕
事
で
あ
り
、
一
般
に
は
と
て
も
無
理
な
話
で
あ
ろ
う
。
こ
の

点
で
い
う
と
、
本
書
の
各
項
目
の
末
尾
に
、
が
な
り
詳
細
な
文
献
が
付
さ
れ
て

居
る
こ
と
は
、
恵
ま
れ
な
い
研
究
者
に
と
つ
て
大
へ
ん
便
利
で
あ
ろ
う
。
勿

論
、
本
書
の
よ
う
な
大
き
な
編
著
の
場
合
、
原
稿
提
出
の
〆
切
が
早
目
に
設
定

さ
れ
て
い
た
た
め
で
あ
ろ
う
か
、
統
計
数
値
と
同
様
に
、
ビ
ブ
リ
オ
グ
ラ
フ
ィ

ー
も
、
一
九
七
九
年
頃
ま
で
で
あ
り
、
そ
の
後
に
公
刊
さ
れ
た
文
献
に
つ
い
て

は
、
各
自
の
手
で
補
充
を
必
要
と
す
る
。
編
者
の
シ
ュ
ナ
イ
ダ
ー
の
担
当
し
た

項
目
の
多
く
に
は
、
殊
に
、
ア
メ
リ
カ
の
文
献
が
豊
富
に
引
用
さ
れ
て
い
る
。

評
者
は
、
一
九
七
五
年
の
冬
学
期
に
ミ
ュ
ン
ス
タ
ー
に
滞
在
し
、
何
回
と
な
く

シ
ュ
ナ
イ
ダ
ー
の
書
斎
を
訪
ね
た
が
、
そ
の
個
人
蔵
書
は
相
当
な
規
模
で
あ

り
、
し
か
も
、
現
に
そ
れ
を
よ
く
渉
猟
し
て
い
る
事
実
を
見
て
い
る
。
こ
の
種

の
大
き
な
編
集
物
を
引
き
受
け
た
場
合
、
編
者
の
心
構
え
と
し
て
、
途
中
で
執

筆
不
能
と
な
つ
た
担
当
者
の
分
を
い
つ
で
も
代
つ
て
書
く
用
意
が
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
。
そ
の
た
め
に
は
、
そ
れ
ぞ
れ
の
項
目
に
つ
い
て
充
分
に
ビ
ブ
リ
オ
グ

ラ
フ
ィ
ー
の
準
備
が
あ
る
必
要
性
は
大
き
い
Q
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③
こ
の
種
の
エ
ソ
サ
イ
ク
ロ
ペ
デ
ィ
ア
の
場
合
、
項
目
や
執
筆
者
の
選
択
、

叙
述
内
容
に
つ
い
て
編
老
の
個
性
が
ど
う
し
て
も
現
わ
れ
る
。
周
知
の
よ
う

に
、
シ
ュ
ナ
イ
ダ
ー
の
論
著
の
特
色
は
、
ア
メ
リ
カ
犯
罪
学
を
は
じ
め
と
す
る

英
米
語
圏
の
状
況
に
つ
い
て
、
か
な
り
正
確
な
情
報
を
提
供
す
る
と
こ
ろ
に
あ

る
。
そ
れ
ら
に
対
す
る
評
価
は
、
西
独
の
犯
罪
学
の
成
果
に
対
す
る
ぎ
び
し
い

評
価
と
比
べ
る
と
、
か
な
り
好
意
的
で
あ
る
。
シ
ュ
ナ
イ
ダ
i
自
身
、
伝
統
的

な
犯
罪
学
の
立
場
に
立
ち
、
か
っ
そ
の
思
想
が
比
較
的
保
守
的
で
あ
る
た
め
も

あ
り
、
最
近
の
「
ニ
ュ
ー
・
ク
リ
、
・
・
ノ
ロ
ジ
ー
」
「
ラ
デ
ィ
カ
ル
・
ク
リ
、
、
、
ノ

ロ
ジ
ー
」
の
一
派
に
対
し
て
は
、
容
赦
な
い
否
定
的
な
評
価
を
加
え
て
い
る
。

殊
に
、
西
ド
イ
ツ
の
左
翼
的
な
犯
罪
社
会
学
者
の
論
稿
に
対
す
る
批
判
は
、
痛

烈
で
あ
る
。
も
つ
と
も
、
カ
イ
ザ
ー
の
論
稿
に
も
、
同
じ
ょ
う
に
、
実
証
性
の

な
い
、
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
過
剰
な
最
近
の
学
問
動
向
に
対
す
る
き
び
し
い
非
難
の

発
言
が
み
ら
れ
る
。
こ
れ
に
対
し
て
、
例
え
ば
、
ア
メ
リ
カ
や
北
欧
の
一
部
の

犯
罪
学
者
の
間
に
み
ら
れ
る
「
施
設
内
処
遇
」
に
対
す
る
批
判
、
　
っ
ま
り
、

「
処
遇
」
や
「
社
会
復
帰
」
の
考
え
方
に
対
す
る
消
極
的
・
否
定
的
な
論
調

は
、
シ
ュ
ナ
イ
ダ
ー
の
論
稿
で
は
、
肯
定
的
に
受
け
容
れ
ら
れ
て
い
る
が
、
力

千
ザ
ー
ら
の
体
系
書
（
○
■
国
器
巽
－
甲
昏
民
。
醤
①
穆
ー
F
ω
。
ま
。
F
ω
け
冨
守
9
r

N
薦
』
レ
鼠
r
這
。
。
邸
）
を
は
じ
め
、
最
近
公
刊
さ
れ
た
フ
ラ
イ
ブ
ル
ク
の
マ
ッ

ク
ス
・
プ
ラ
ン
ク
研
究
所
の
若
い
研
究
員
の
論
文
で
は
、
否
定
的
な
評
価
が
下

さ
れ
、
「
処
遇
思
想
の
支
持
」
が
表
明
さ
れ
て
い
る
（
↓
ぎ
琶
器
巧
。
蒔
曾
P

シ
①
o
巴
器
ω
鼠
ω
彗
葛
、
「
Φ
冒
訂
讐
の
暮
冨
暮
一
ω
魯
①
ω
ζ
一
穿
段
ω
鼠
区
巳
ω
・
N
ω
身
巧

國
F
O
合
這
G
o
P
ψ
O
o
9
弾
を
み
よ
）
。

　
④
本
書
は
、
心
理
学
に
関
す
る
大
エ
ン
サ
イ
ク
・
ペ
デ
ィ
ア
で
は
あ
る
が
、

　
　
　
　
紹
介
と
批
評

対
象
分
野
は
決
し
て
、
心
理
学
や
精
神
医
学
に
限
ら
ず
、
社
会
学
、
社
会
心
理

学
な
ど
の
領
域
に
関
し
て
も
広
く
項
目
を
選
び
、
そ
の
叙
述
に
お
い
て
も
、
犯

罪
原
因
、
犯
罪
理
論
に
関
し
て
、
あ
ら
ゆ
る
側
面
か
ら
総
合
的
に
こ
れ
を
考
究

し
ょ
う
と
す
る
態
度
で
貫
か
れ
て
い
る
。
ま
さ
に
、
　
「
全
犯
罪
学
」
の
エ
ン
サ

イ
ク
ロ
ペ
デ
ィ
ア
で
あ
り
、
歴
史
的
に
意
味
の
あ
る
一
八
、
一
九
世
紀
の
仮
説

は
も
と
よ
り
、
戦
前
・
戦
後
の
犯
罪
学
説
、
そ
し
て
一
九
七
〇
年
代
以
降
の
ニ

ュ
i
・
ク
リ
ミ
ノ
ロ
ジ
i
、
ラ
ベ
リ
ン
グ
論
、
相
互
作
用
主
義
な
ど
、
お
よ

そ
、
今
日
の
犯
罪
学
・
刑
事
政
策
学
に
お
い
て
論
議
さ
れ
て
い
る
論
点
の
す
べ

て
が
、
し
か
も
、
最
も
新
ら
し
い
情
報
を
ふ
ま
え
て
論
述
さ
れ
て
い
る
か
ら
、

現
代
犯
罪
学
の
全
体
像
を
知
ろ
う
と
す
る
者
に
と
つ
て
は
、
ま
こ
と
に
便
利
な

手
引
書
と
い
う
こ
と
が
で
き
る
で
あ
ろ
う
。

　
⑤
さ
ら
に
、
四
で
主
要
テ
ー
マ
と
そ
の
筆
者
に
つ
い
て
紹
介
し
た
と
こ
ろ
を

見
れ
ば
す
ぐ
分
る
よ
う
に
、
各
テ
ー
マ
に
つ
い
て
極
め
て
適
切
か
っ
妥
当
な
人

が
選
ば
れ
て
い
る
の
は
、
各
執
筆
者
の
主
要
著
作
に
つ
い
て
知
つ
て
い
る
人
で

あ
れ
ぽ
、
直
ち
に
首
肯
し
う
る
と
こ
ろ
で
あ
ろ
う
。
若
し
、
当
初
予
定
さ
れ
た

人
々
が
す
べ
て
執
筆
陣
に
顔
を
揃
え
た
な
ら
ぽ
、
本
書
は
さ
ら
に
一
層
の
輝
き

を
増
し
た
こ
と
で
あ
ろ
う
。

　
な
お
、
英
文
の
原
論
文
の
独
訳
は
、
シ
ュ
ナ
イ
ダ
ー
自
身
に
ょ
る
と
こ
ろ
が

多
い
が
、
共
著
の
ほ
か
、
若
干
の
訳
稿
に
ウ
ル
ズ
ラ
・
シ
ュ
ナ
イ
ダ
ー
と
い
う

名
が
あ
る
の
は
、
そ
の
令
嬢
で
あ
つ
て
、
ミ
ュ
ソ
ス
タ
ー
大
学
の
シ
ュ
ト
レ
ー

教
授
の
も
と
で
学
位
論
文
を
ま
と
め
て
い
る
才
媛
で
あ
る
。
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